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検討することを目的とした。Ascogregarina taiwanensisと Ascogregarina culicisは，それぞれ，Aedes aegypti
と Aedes alobopictusの寄生原虫である。今回の研究の構成は下記の通りである。
1.  アスコグレガリナ属の生物学的特徴の調査
2.  Ascogregarina  taiwanensis のスポロゾイトの分離
3.  4種のアスコグレガリナ属の系統発生学的な研究：微小リボソーム DNAの塩基配列に基づく研究










　⑦　A. taiwanensisと A. culicisの，それぞれ，Ae. aegyptiと Ae. albopictusへの交差感染実験
2.  A. taiwanensisのスポロゾイトの分離
　①　オオシストの化学的・物理的・正常な生物学的放出による分離
　②　分離スポロゾイトの生物活性
3.  4アスコグレガリナ属についての微小リボゾーム DNAによる系統発生学的検討
　①　4アスコグレガリナ属からの DNA抽出・PCR増幅・ゲルからの分離・塩基配列・
　②　系統発生学的解析・相同性解析




1& 2.  これまでに，日本の各地において 4つのアスコグレガリナ属の分布が確認され，なかでは Aedes 
albopictusへの寄生体である Ascogregarina taiwanensisがもっとも頻度が高かった。Aedes togoiと
Ochlerotatus japonicus japonicusからは初めて 2つのアスコグレガリナ属が同定された。2つの重要なデン










主に有害事象を示さなかった。A. taiwanensisと A. culicisは 4～ 6カ月の範囲で乾燥へ抵抗性を示した。
オオシストの走査電顕像でもアスコグレガリナ寄生体の分子生物学的研究でも，異なる宿主蚊から分離
された寄生体は異なる種類であることが明らかとなった。
3.   リボゾーム DNAの配列からは，Ascogregarina属が他の Gregarina寄生体の中では独立した群を形成す
ることが明らかとなった。Ascogregarinaの分類では，A. culicisと A. taiwanensisは近接した系列であり，
次に近接した種類は Oc. j. japonicusから分類したアスコグレガリナであった。A. armigereiはこれら 3つ
からは独立した系列にあった。






1& 2.  A. taiwanensisと A. culicusが全世界的な広範な分布は，媒介蚊への伝播力によると思われる。長期間
におよぶオオシストの乾燥抵抗性は実地試行にあたっては宿主の蚊への人工的な感染にあたってオオシ
ストの適切性を示す。
3.   18 S rDNAの塩基配列を用いて系統発生的な解析を Ascogregarinaにおいて行ったのは初めてである。









2.   実際の遺伝子導入のときに，候補となる遺伝子はまだ決定しておらず，今回の研究は，まさに基盤的研
究といえるが，これまで Ascogregarina属に関する分子生物学的情報は皆無であったことから，今後の研
究の発展が必要である。
3.   系統発生学的分析に用いた rDNA分析が信頼性の高い方法であることが説明された。
4.   日本における，Ascogregarinaの実地調査に基づいた分布調査と解析，超微形態的にオオシストから 4
アスコグレガリナ属の鑑別法の解明など，アスコグレガリナ属の生物学的な特性と，宿主である Aede 
albopictusに対する感染性に関する研究は，この寄生体への遺伝子ベクターを利用した将来の生物学的制
御システムの構築にはきわめて有益な情報を提供している。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
